
高山本線のまちづくりにおける重要性

鉄軌道をはじめとする公共交通を活性化させ、その沿線に居住、
商業、業務、文化等の都市の諸機能を集積させることにより、
公共交通を軸とした拠点集中型のコンパクトなまちづくりを実現

市のまちづくりの基本方針

＜概念図＞
富山市が目指すお団子と串の都市構造

一定水準以上のサービスレベルの公共交通串 ：
お団子：串で結ばれた徒歩圏

＜まちづくりにおける重要性＞
ＪＲ高山本線は、本市の重要な南北公共交通軸
「串」であることから、鉄道の活性化を図ると
ともに、沿線に人口や都市機能の集積等を図る
こととしており、富山市のコンパクトなまちづ
くりを実現するために、重要な役割を果たして
いる
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地域の生活・経済の要（重要な社会インフラ）

求められる

機能・サービス

鉄道の優位性

【鉄道の意義・必要性】公共財的役割としての鉄道

大量輸送性

社会的便益

公共・公益性

速達性

定時性

生活の足の確保
車を自由に使えない学生や
高齢者等の移動手段確保

バリアフリーへの対応

サービス水準の向上

輸送の安心・安全

情報案内（運行情報等）

新しい生活様式への対応

道路交通・環境負荷の軽減外出機会の創出

中心市街地活性化

歩く機会や人との交流の増加
による健康増進・医療費抑制 CO2排出量の抑制

コンパクトなまちづくりの推進
まちづくりの要となる公共交通軸

としての役割

渋滞緩和（移動時間短縮）

まちの魅力や都市の総合力の向上による持続可能な都市構築

公共交通沿線居住者の増加や駅周辺での民間投資の誘発等
による人口減少の抑制と市税（市政運営財源）の確保

デザイン性を
考慮し、
車利用者から
より選ばれる
公共交通機関
への転換

デザイン性を
考慮し、
車利用者から
より選ばれる
公共交通機関
への転換

来街者等の交流人口の促進による地域経済の活性化

市民の生活の質の向上・地域活性化の推進
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ＪＲ高山本線活性化事業

・Ｐ＆Ｒ駐車場

婦中鵜坂駅

社
会
実
験
（
第
1
期
）

速星駅

猪谷駅

千里駅

・Ｐ＆Ｒ駐車場
・駅前広場
・駐輪場
・トイレ

・Ｐ＆Ｒ駐車場
・駐輪場
・トイレ

・Ｐ＆Ｒ駐車場
・駅前広場 運行本数の推移

社
会
実
験
（
第
1
期
、
第
2
期
）

活
性
化
事
業

区 間

（富山駅～ ）

実
験
前

H17

社会実験 活性化事業

第1期 第2期
H23.3
～

H24.3

H24.3
～
R3.3

R3.3
～H18.10

～H20.3

H20.3
～

H21.3

H21.3
～

H23.3

～速星駅 36本
50本 60本 59本 41本

43本 42本

～越中八尾駅 34本 41本 40本

～猪谷駅 21本 33本 23本 24本 24本 22本 19本

東八尾駅

楡原駅

西富山駅

笹津駅

越中八尾駅

・トイレ

▲婦中鵜坂駅（平成20年3月開業）

事業者 ＪＲ西日本

延 長 ３６．６ｋｍ

動 力 非電化

区 間 富山駅～猪谷駅

線 路 単線

駅 数 ９駅（富山駅を除く）

ＪＲ高山本線の概要（富山市内区間）あいの風とやま鉄道線
富山地方鉄道

富山港線

・平成18年度から平成22年度まで増発運行による大規模な交通社会実験を実施。
平成23年度からは、活性化事業として増便運行等を継続実施。
・駅前広場、駐輪場、パーク＆ライド駐車場等の駅周辺整備を行うとともに、
新駅「婦中鵜坂駅」（平成20年3月：臨時駅として開業。平成26年３月：常設駅化）
の設置や、ポケット時刻表の作成等の利用促進施策を実施。

・新駅設置
・Ｐ＆Ｒ駐車場
・駅前広場
・駐輪場

・駐輪場
・トイレ

＜第２期社会実験期間＞
日中、概ね30分に1本運行
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ＪＲ高山本線活性化事業 ～利用者数の推移～

社 会 実 験

令和２年度の乗車人数は、実験前の平成17年度と比較すると約３％の増加
（西富山駅～越中八尾駅間）

平成17年度(実験開始前)
乗車人数

令和元年度

乗車人数

令和２年度

乗車人数 平成１７年度との比較 令和元年度との比較

８９０，４７５人 約１，１７３千人 約９１９千人
約３％増

（約２．９万人増）

約２１％減

（２５．４万人減）

活 性 化 事 業

高山本線乗車人数及び運行本数の推移

2,060

約３１％

約１６％
H17（実績） 約３％
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高山本線沿線人口の推移（各駅別）

東
八
尾

H17 H27 増減 備考

人口
（人）

0～500ｍ 218 217 ▲0.5％

0～1km 546 543 ▲0.6％

0～2ｋｍ 3,350 3,283 ▲2.0％

乗車人数（人/日） 33 45 +36.4％ 40［R1］

笹
津

H17 H27 増減 備考

人口
（人）

0～500ｍ 1,329 1,228 ▲7.6％

0～1km 2,210 2,017 ▲8.7％

0～2ｋｍ 5,338 4,666 ▲12.6％

乗車人数（人/日） 182 136 ▲25.3％ 100［R1］

楡
原

H17 H27 増減 備考

人口
（人）

0～500ｍ 513 449 ▲12.5％

0～1km 1,076 965 ▲10.3％

0～2ｋｍ 1,222 1,096 ▲10.3％

乗車人数（人/日） 54 35 ▲35.2％ 34［R1］

猪
谷

H17 H27 増減 備考

人口
（人）

0～500ｍ 415 250 ▲39.8％

0～1km 428 262 ▲38.8％

0～2ｋｍ 641 408 ▲36.4％

乗車人数（人/日） 80 71 ▲11.3％ 249［R1］

・婦中地域（婦中鵜坂・速星）の人口増加により、婦中鵜坂駅及び速星駅の利用者は増加傾向
※高山本線沿線の居住推進補助対象地区内の住宅取得補助件数
Ｈ19～Ｒ2の累計：１５３件 内、新駅・婦中鵜坂駅周辺 131件（全体の86％）

・千里駅及び越中八尾駅周辺では、人口減少傾向である中、利用者は増加傾向【P＆R設置効果】

西
富
山

H17 H27 増減 備考

人口
（人）

0～500ｍ 1,848 1,842 ▲0.3％

0～1km 4,978 4,730 ▲5.0％

0～2ｋｍ 22,320 21,046 ▲5.7％

乗車人数（人/日） 271 365 +34.7％ 389［R1］

婦
中
鵜
坂

H17 H27 増減 備考

人口
（人）

0～500ｍ 957 1,279 +33.7％

0～1km 2,751 3,887 +41.3％

0～2ｋｍ 10,006 11,965 +19.6％

乗車人数（人/日） 193 +皆増 243［R1］

速
星

H17 H27 増減 備考

人口
（人）

0～500ｍ 1,809 1,803 ▲0.3％

0～1km 5,990 6,796 +13.5％

0～2ｋｍ 13,158 16,689 +23.5％

乗車人数（人/日） 914 1,048 +14.7％ 1,203［R1］

千
里

H17 H27 増減 備考

人口
（人）

0～500ｍ 1,386 1,383 ▲0.2％

0～1km 3,163 3,091 ▲2.3％

0～2ｋｍ 7,529 7,352 ▲2.4％

乗車人数（人/日） 358 396 +10.6％ 380［R1］

越
中
八
尾

H17 H27 増減 備考

人口
（人）

0～500ｍ 1,479 1,414 ▲4.4％

0～1km 5,066 4,539 ▲10.4％

0～2ｋｍ 11,649 10,546 ▲9.5％

乗車人数（人/日） 897 916 +2.1％ 991［R1］ －５－



本市のまちづくりにおける高山本線の課題と今後の取組み

時間帯別利用者数（活性化社会実験）
高山本線の課題

今後の取組み

・高山本線沿線への居住誘導と魅力向上
・高山本線のサービス向上による
利用者の増
（特に、日中の利用促進が課題）

コンパクトなまちづくりの深度化
（郊外部においての公共交通の充実）

・引き続き、公共交通の活性化、公共交通沿線地区への居住推進、地域拠点の活性化
を３本柱に、本市の重要な公共交通軸である高山本線においても、コンパクトな
まちづくりの推進に取り組む

・さらに、人口減少・超高齢社会の到来を見据え、コミュニティバスを含め生活
交通の確保・維持を図ることにより、
車を自由に使えない高齢者等の生活の足の確保に努める
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